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町道荷稲鈴線

熊野浦避難所の裏山

　
　
町
が
振
興
発
展
す
る
た

め
に
様
々
な
対
策
を
し
て
い

る
が
過
疎
高
齢
化
の
進
展
と

人
口
減
少
、
産
業
停
滞
等
が

同
時
進
行
し
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

　
令
和
４
年
５
月
高
齢
化
率

45
・
４
％
で
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。

　
ま
た
、
目
標
人
口
と
の
差

は
広
が
っ
て
い
る
。
自
然
増

減
や
社
会
増
減
を
改
善
し
、

急
速
な
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
事
が
重
要
。
産
業
に
関

し
価
格
低
迷
、
後
継
者
不
足

等
に
よ
り
従
事
者
の
減
少
傾

向
が
見
ら
れ
、
状
況
を
踏
ま

え
た
対
策
を
講
じ
総
合
的
な

戦
略
で
危
機
感
を
持
っ
て
取

り
組
む
。

　
　
高
齢
者
等
福
祉
医
療
体

制
に
つ
い
て
、
医
療
、
介
護
、

福
祉
の
総
合
的
な
確
保
の
促

進
に
関
し
、
在
宅
医
療
を
推

進
す
る
た
め
診
療
所
設
置
等

に
つ
い
て
住
民
の
声
を
聞
い

て
い
る
か
。

　　
運
動
公
園
グ
ラ
ン
ド
と

避
難
場
所
等
土
地
利
用
関
係

者
、
機
関
の
協
議
及
び
辺
地

（
熊
野
浦
、
鈴
）
の
避
難
道

路
（
町
道
）
の
崩
壊
対
策
は
。

　
ま
た
、
大
字
佐
賀
の
排
水

対
策
を
問
う
。

　
今
年
度
、
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
に
係
る
意
向
調

査
と
医
療
に
関
す
る
情
報
収

集
並
び
に
第
３
期
地
域
福
祉

計
画
、
地
域
福
祉
活
動
計
画

の
策
定
も
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

た
め
延
期
し
て
い
る
。

　
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
住

民
の
声
を
聞
き
、
調
整
を

行
っ
て
い
く
。

　
土
佐
西
南
大
規
模
公
園
建

設
促
進
同
盟
会
を
通
じ
県
へ

要
望
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
企
業
誘
致
適
地
の

選
定
調
査
を
進
め
て
い
る
。

今
月
中
に
は
県
企
業
誘
致
課

と
協
議
を
行
う
。

　
町
道
山
側
の
落
石
防
止
が

必
要
で
、
実
現
可
能
か
担
当

部
署
で
確
認
し
な
が
ら
計
画

を
策
定
す
る
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
６

年
度
漁
業
集
落
環
境
整
備
事

業
費
１
億
５
１
０
０
万
円
の

計
画
、
排
水
ポ
ン
プ
２
カ
所
、

津
波
避
難
路
。
町
分
揚
水
ポ

ン
プ
２
カ
所
は
調
査
完
了
し
、

９
月
末
に
発
注
予
定
で
あ
り

来
年
度
は
明
神
、
会
所
の
排

水
施
設
整
備
を
進
め
る
。

　
　
庭
先
集
荷
が
中
断
し
て

い
る
。
い
つ
再
開
す
る
か
。

　
温
泉
、
集
落
活
動
、
高
齢

者
福
祉
生
き
が
い
活
動
な
ど

と
一
緒
に
取
り
組
む
か
。

　
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
と
連

携
を
強
く
し
た
庭
先
集
荷
の

展
開
、
農
福
連
携
の
モ
デ
ル

の
よ
う
な
見
解
を
探
っ
て
い

き
た
い
。

町の振興

分析と対策は

高齢化等振興 総合戦略で臨む

矢野 昭三 議員
や　 の   しょうぞう

土
地
利
用
な
ど
は

各
課
で
検
討
中

防　災

庭
先
集
荷

　
　
　
再
開
は

早
急
に

　
農
福
連
携
で

産業振興

町
民
の
声
を

　
　
　
福
祉
に

情
報
収
集
に

　
　
　
　

努
力
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